
【教材・教具解説シート】 高学部 ３年 Ａ組                                

教材・教具名 朝の会、帰りの会進行表 

教科（分類） 特別活動（朝の会、帰りの会） 

教材・教具写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 児童生徒の実態 

  係や代表など自分の役割があっても教員に言われるまで、自分のやるべきことや決めるべきことができない。 

  係や代表などで決めたり連絡したりすることが自分から発信できない。 

２ 期待する効果、伸ばしたい力 

  教員がいなくでもできるだけ自分たちでやるべきことや決めるべきことを考えることができる。 

全てを友達に任せるのではなく、自分の係の役割を意識し、責任をもってやり遂げる。 

自分から発信しにくい生

徒も伝える機会があるこ

とで、話し合いの主体に

なることができている。

また、教室のホワイトボ

ードにＴｏＤｏリストの

欄を作ることで、それと

合わせて全体でやるべき

ことの確認もできるよう

になってきた。 

授業についての連絡や確

認事項も生徒同士で行え

るようにしている。 



 


